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インターネット上で無料でできる性格診断の結果と、私たち島本ゼミナールで行っている信頼性・妥当性

の確保された自己理解を促す心理検査を組み合わせ、８つの側面から自分はどのような性格であり、どの

ような進路が向いているのか、そのヒントを得るための授業を提案する。 
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１． 問題と目的 

近年では高校生の悩みや不安において、進路の

ことや自分自身の性格のことなどが問題となって

いる。2021年のデータによると、高校生等の 62.8％

が何らかの不安や悩みを抱えており、その中で最

も多かったものが「勉強や進路」で 84.7％、その

次に多かったのが「性格や癖」で 39.5％となって

いる（図１）。これらから高校生は自身について知

るための自己理解が必要となっている。現在若者

の間で流行している性格診断テストを利用し、か

つ自身について知ることのでき、進路を決定する

うえで大切な項目を追加することで興味を引くこ

とができるのではないかと考えられる。 

このような問題の解決に向けて私たちは性格診

断テストに加えて私たちのゼミナール活動で使用

している信頼性と妥当性の確保された自己理解を

促す心理検査を利用した授業を提案する。

 

（図１）高校生の悩みや不安 

２. 授業概要 

 この授業は、自己理解を深め、将来のキャリア形

成や人間関係の構築に役立てることを目的として

いる。近年、高校生が抱える悩みの中で最も多いの

は進路や勉強に関する問題である。このような背

景から、自己理解の重要性が一層強調される。授業

は、まず性格診断テストを実施するところから始

める。テストは、１６の性格タイプを特定するため

の有名なツールであり、参加者は自分がどのタイ

プに属するのかを知ることで、自身の特性や傾向

を理解する第一歩を踏み出せると考える。次に、自

己理解をさらに深めるために、いくつかのテーマ

について考察を行う。「ストレスマネジメント」「考

える力」「感謝する心」といったテーマに基づいて

質問を行い、これらの要素が自分の生活や学習に

どのように影響しているかを振り返る。この過程

では、自分の感情や行動を客観的に見つめ直すこ

とで、自己成長に繋がる気づきを得ることができ

る。そして性格診断テストから分かる５つの側面

と先ほど述べた３つの側面の情報をもとに、八角

形のグラフを作成する。このグラフは、自分の特性

がどのように分布しているかを視覚的に示すもの

で、特に強い部分が「武器」として位置づけられる。

この武器を理解することで、自分がどのような環

境や仕事に適しているかが明らかになる。最後に、

合計点数による評価を行い、それぞれのテストタ

イプに基づいて向いている職業を考察する。この

プロセスを通じて、自己理解が深まるだけでなく、

将来のキャリア選択に役立つ具体的な指針も得る

ことができる。また、この授業では、自分の性格や

癖についても新たな視点を持つことができ、今後
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の人間関係を築く上でのヒントが得られるだろう。

全体を通じて、自己理解を深めることができるこ

の授業は、参加者が自分の可能性を広げるための

大きな一歩となることを目指している。 

３. 各項目について 

この、インターネット上の性格診断テストとゼ

ミナール活動で作成した自己理解の質問を組み合

わせて得た結果をレーダーチャートにしてグラフ

として出す。まず、無料性格診断で出すことので

きる５つの側面、「コミュニケーション」「思考・

プロセス」「原動力」「計画性」「価値観」のパー

センテージを出し、自身のタイプを理解する。こ

の５つの項目はインターネット上で行うことので

きる性格診断テストで把握することができる。こ

れに加え、私たちが所属するゼミナール活動で行

っている自己理解を促す心理検査の中から「スト

レスマネジメント」「考える力」「感謝する心」の

３つの側面を追加することでより自己理解を深め

たレーダーチャートが完成する。性格診断テスト

から得られる日常生活における自己の在り方につ

いての自己理解をより深めるためにも、対人関係

などのみで役立つ５つの側面に加えて、自己の内

面的な理解を促す３つの側面が必要であると考

え、この８つの側面で構成した。まず、「ストレ

スマネジメント」について、自分はストレスフル

な状況に陥ったときの対応能力を測ることができ

る。「考える力」については、なにか困難が目の

前に起きた際に必要な思考力、つまり問題解決能

力を測ることができる。最後に「感謝する心」と

いうのは、自分は周りの環境、人々に感謝して生

活を送れているのか、感謝をおろそかにせず言葉

で伝えられているか、そして感謝することで周囲

からのサポートを受けられるような状況にあるの

かという数値化が難しい項目を数値として出すこ

とでさらなる自己理解を深めるための側面でもあ

る。この３つの側面の質問の例としてそれぞれ述

べていきたいと思う。まず、「ストレスマネジメ

ント」は「悩み事を一人で解決できない時には、

誰かに相談しようとしている」などが挙げられ、

普段どのようにストレスに対処しているのか、ス

トレスを受ける環境をどのように凌いでいるのか

がこの側面に当てはまる。「考える力」は、「成功

や失敗の原因を自分なりに分析してみることがで

きる」が挙げられ、これは日常的に自身が起こし

た結果について思考することができているかを図

る質問がここに当てはまる。「感謝する心」は、

「自分を支えてくれる人への感謝を胸に留めてい

る」が挙げられる。この側面では、普段の生活で

当たり前の環境をどれだけ自覚し感謝できている

かを図る質問が当てはまる。これら追加した３つ

の側面はスポーツにも関わることであるが、日常

生活に当てはめることでより自己理解を深められ

るのではないかと考え、追加した。 

４．まとめ 

この授業は、自己理解を深め、高校生の悩みや

不安である進路選択について、役立てることを目

的としている。近年、高校生の 84.7%が進路や性

格に関する悩みを抱えており、約５人に４人もい

るのである。そのために自己理解をすることが悩

みを少しでも解決する手がかりになるかもしれな

い。この授業では、性格診断を通じて自己認識を

高め、ストレスマネジメントや感謝する心といっ

たテーマを考察する。 

参加者は、自身の性格特性を八角形のグラフで

視覚化し、強みを「武器」として捉えることで、

適した環境や職業を見出せる。最終的には、テス

トタイプに基づいた職業の考察を行い、自己理解

を深めると同時にキャリア選択に役立つ具体的な

指針を得ることを目指す。このプロセスを通じ

て、自己成長や人間関係の構築に向けた新たな視

点が得られるだろう。 
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